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・記入欄が足りない場合、この用紙をコピーして記入してください。
・活動報告書の記載事項を満たす内容であれば、別様式でも活動報告書とみなすことができます。

内　容

（活動名、日時、場
所、参加人数、活動

内容等）

【活動名】再春館一本の木キッズクラブ（熊本市内）
【日　時】令和 2年 7月26日（日）夏の立田山生きもの観察会
　　　　　令和 3年 3月 7日（日）立田山生きもの観察会
　
【場　　所】立田山夏の森、立田山野外保育センター「雑草の森」
　
【参加人数】再春館一本の木キッズクラブ　40名
　　　　　　自然観察指導員熊本県連絡会　14名
            学生ボランティア　　　　　　15名
　　　　　　財団スタッフ　　　　　　　 　4名
【活動内容】
（上記の詳細な活動内容については別紙のとおり）

【活動名】親子の自然体験学習会
　　　　「とれたての阿蘇の野草を動植物園のゾウに届けよう！」
【日　時】令和2年10月4日（日）
【場　　所】米塚下園地（阿蘇市）
【参加人数】熊本市周辺の親子15名

（上記の詳細な活動内容については別紙のとおり）
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１． 環 境 教 育 活 動 事 業 

    
子ども達にこの自然豊かな熊本の地において森や川、海の生物等とのふれあい体験や観察会を実施する

ことにより、自然の大切さ、環境保全の必要性を身に着け、自然についての関心を高める事を目的に自

然に親しむ環境教育事業を展開。1 年間を通して学習する再春館一本の木キッズクラブと親子で参加す

る自然体験学習会を行いました。 

 

１．再春館一本の木キッズクラブ 
 

未来を担う子供たちが熊本の豊かな自然の中で生きものに触れ合うなど、自然の大切さを学習するクラブ

です。令和 2年度は新型コロナウィルスの感染防止のため、屋内での活動を中止し、午前のみの屋外観察

を中心に活動を行いました。 

 

再春館一本の木キッズクラブ クラブ員    40名 

協 力：自然観察指導員熊本県連絡会     14名 

ボランティア（中・高・大学生等）  15名 

後 援：環境省九州地方環境事務所、熊本県、熊本市 

 
【令和２年度 日程】 

クラブ活動開催日 場   所 内    容 

４月１９日（日） 熊本市（立田山周辺） 春の生きもの観察会（中止） 

７月２６日（日） 熊本市（立田山周辺） 夏の生きもの観察会 

８月３０日（日） 熊本市（上江津湖周辺） 江津湖の生きもの観察会（中止） 

１１月８日（日） 熊本市（立田山周辺） 秋の生きもの観察会（中止） 

１月１７日（日） 熊本市（立田山周辺） 冬の生きもの観察会（中止） 

２月１４日（日） 熊本市（上江津湖周辺） 江津湖の生きもの観察会（中止） 

３月７日（日） 熊本市（立田山周辺） 立田山生きもの観察会 

※熊本県内の新型コロナウィルスの感染が拡大傾向の場合は中止しています。 

※新型コロナウィルスの感染対策のため、密閉・密集・密接の 3密にならないように屋外での活動、午前

のみ短縮開催で行いました。 

 

 

 

 

 

 



①夏の立田山生きもの観察会 

 

新型コロナウィルスの感染防止対策、熱中症対策を行いながらの開催となりました。 

朝は雨が降っていましたが、観察会中はお天気も回復し、たくさんの昆虫やきのこを発見しました。 

 

開催：令和 2年 7月 26日（日） 

場所：立田山夏の森、立田山野外保育センター「雑草の森」（熊本市） 

 

【開会式】 

 

 

【観察会のようす】 

   

 

【観察した生きものたち】 

   

 

 

 

 

 

 

ソーシャルディスタンスをとりながら観察会の注意事項などを確認 

雨上がり木の周りにはたくさんの昆虫が きのこをさわってみた 

ニイニイゼミの羽化 樹液に集まる昆虫のレストラン 雨上がり、きのこも元気いっぱい 

木の下には何が隠れているかな？ 



②立田山生きもの観察会 

 

例年 3月は発表会・修了式を開催していましたが、本年は新型コロナウィルスの対策のため、午前の観察

会を開催しました。 

生憎の雨模様でしたが、楽しい春を探す生きもの観察になりました。 

 

開催：令和 3年 3月 7日（日） 

場所：立田山夏の森、立田山野外保育センター「雑草の森」（熊本市） 

 

【観察会のようす】     

   

 

 

     

 

 

   

 

 

 

 

 

出発前に観察ポイントの説明 この木は温かい？冷たい？ 桜の木にキノコが！？花は咲くかな 

植物は高い所、低い所、どっちが風の影

響を受けやすいかな？ 
ドングリを探そう！ この花な～んだ 

スミレ イノシシの糞 季節外れのキノコを発見！ 



２．親子の自然体験学習会 
 親子で熊本の自然環境について体験し、学ぶ、自然体験学習会です。 

開催日 場   所 内    容 

１０月４日（日） 阿蘇市（米塚下園地周辺） 
とれたての阿蘇の野草を動植物園のゾウ

に届けよう！ 

１２月１３日（日） 熊本市（上江津湖） 江津湖の野鳥観察会（中止） 

※熊本県内の新型コロナウィルスの感染が拡大傾向の場合は中止しています。 

①とれたての阿蘇の野草を動植物園のゾウに届けよう！ 

阿蘇の草原に出て秋の野草を観察し、ゾウのエサになる草を刈りました。今年は新型コロナウィルスの影

響で当初予定していましたゾウのエサやり体験が中止となりましたが、子供たちは上手に草を刈りトラッ

クいっぱいに草を集めることができました。草の上に寝転んだり、草一杯のトラックの荷台に乗せて貰っ

たり、普段できない体験をすることができました。 

共 催：熊本市動植物園 後 援：熊本県、阿蘇市、草原再生協議会 

協 力：阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、阿蘇地区パークボランティアの会 

日 時：令和 2年 10月 4日（日曜日）10：00～12：00 場 所：米塚下園地（阿蘇市） 参加者：15名 

【野草観察会】 

   

 

【草刈り体験】 

   

   

■参加者の感想■ 

 

 

 

 

 

・気候も天気もよく親子で楽しく過ごすことができました。草刈もなかなか体験できることのないので、興味

を持ってやっていました。ガイドさんもお話がおもしろく、あっという間でした。来年は動物園まで行きたい

です。 

・草刈りが思っていたよりも気持ちよかった。楽しかったそうです。阿蘇の野草が動物園のエサになって循環

していることにびっくりでした。昔はそうだったんでしょうが、今の生活は自然と切りはなされていることも

多い気がして、だから今日の体験を目の当たりにできて良かったです。動物園の飼育員さんとお話しできてよ

かったです。 

野草観察 阿蘇の自然環境について学習 ゾウのクイズラリー 

阿蘇の草原について学習 草集め みんなで記念撮影！！ 


